
加工連・仲買連 経営実態に関するヒアリング調査 （速報値）

令和6年8月～9月実施 回答企業：５８社／５８社

3226

取り組んでいる・取り組む予定がある 取り組み予定がない

(55.2%)
(44.8%)

問８．物流の2024年問題に対応するため、現在すでに取り組んでいる、あるいは今後の
取り組む予定をお聞かせください。
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１．適正な運賃収受、価格転嫁に向けた取引先との協議

２．納品リードタイムの延長、発注・受注ロットの拡大等

に向けた取引先との協議

３．ドライバー等の荷待ち時間の削減（荷卸し場所・時間

の事前予約制の導入等）

４．ドライバー等の荷役時間の削減（パレットや運搬機器

昇降機器の導入等）

５．商取引のデジタル化（在庫管理・輸配送・受発注に関

するシステム導入等）

６．共同配送の実施

「取り組んでいる・取り組む予定がある」のうち、具体的な項目について（複数回答可）


